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年齢を重ねると、ケラチン密度が低下し、脆くなった髪が生えやすくなります。
ケラチン密度が低下すると、髪の弾力がなくなり、ダメージを受けやすい弱い髪になります。原因

Q.ケラチンって？
ケラチンは毛髪を構成するタンパク質の一種で毛髪全体の約80％を占めるといわれています。毛髪以外では爪にも含まれ、骨組みのようなもの
で硬く弾力性があるのが特徴です。そのケラチンは年齢とともに密度が低下することで、結果髪が弱くなりダメージを受けやすくなります。

例えると「傘」です。
骨組みの少ない傘は、暴風などで折れやすくなりますが、骨組みが多い傘は折れにくくなります。
同じように毛髪も骨組みとなるケラチンの密度が低下すると、ダメージを受けやすくなります。

ケラチン密度が
低くなり弾力がなくなる

ケラチン密度が高く
弾力がある

健康毛 エイジング毛 エイジング毛
フローディアのオイルケラチンで

ケラチン密度を回復！

しかも水に溶けない
オイルだから
シャンプーしても安心！

マクロフィブリル
(ケラチン密度が高い領域)

髪の奥深くまで
ダメージが進む

カラーリング
ドライヤー
日差し

定期的なケラチン密度のメンテナンスで
しなやかな弾力のある髪に

以前より
ダメージしやすく
なったような…

カラー続けて
大丈夫かな？？

解決アイテム

シャンプー
グランストレッチ

シャンプー
グランメロウ

髪が以前より
パサつく気がする

※イラストはイメージです。


